






















































































































































































































































toFairness?’inJohnJacksonandSarahSummers（eds）,Obstacles to Fairness in Criminal 
Proceedings,（HartPublishing,2011）,216-.SeealsoKMPitcher,Judicial Responses to 














































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
違法の重大性の程度が低くな［る］」
（傍点引用者）と述べ，重大な違法の評価において権利侵害の大小が評価の指針の一つ
になるとの認識を示しているように読める。また，多田・前掲注19，191頁は，「『違法の
重大性』判断に際しては，原則として違法の程度に関する客観的側面を重視すべき」と
する。
151
違法収集証拠排除論の再考789
四九三
おける違法な捜査の抑制の見地からして相当でないと認められる」という点
は，証拠排除に関わる利益を衡量し，証拠の排除を判断するための基準とみ
ることになる（相対的評価）。
　以上のような整理に基づく違法収集証拠排除法則によれば，証拠獲得手続
の違法の実質をその程度も含めて宣言することができ，証拠の排除がなされ
ない場合であっても，当該捜査の問題性を周知する役割を果たすことができ
る。また，「違法ではあるが重大違法ではない」といった従来のミスリーディ
ングな判示を回避できるとともに，裁判所，そして捜査機関は，手続の違法
に正面から向き合うことが求められる。そして，現状よりも緻密な排除相当
性判断を必要とするものになるため，証拠排除判断過程の顕在化もまた期待
できるものと思われる。
【追記】
　本研究は，JSPS 科研費（若手研究🄑11K11611）の助成を受けたものであ
る。
　本稿の執筆にあたり，刑事司法研究会（2011年12月９日）において報告の
機会をいただき，多大なる貴重なご教示を賜った。
